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●
は
じ
め
に

昨
年
末
の
選
挙
か
ら
続
い
た
イ
ラ
ク
の
政
治
的
混
迷
は
、
五
月
二
○
日

に
国
民
議
会
が
ヌ
ー
リ
ー
・
マ
ー
リ
キ
ー
を
首
班
と
す
る
内
閣
を
信
任
し

た
こ
と
に
よ
り
、
漸
く
収
束
に
至
っ
た
（
但
し
、
治
安
関
係
の
三
閣
僚
の

人
事
は
六
月
八
日
に
確
定
）。
治
安
面
に
お
い
て
米
軍
中
心
の
多
国
籍
軍

へ
の
依
存
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
、
少
な

く
と
も
、
二
○
○
四
年
六
月
の
主
権
移
譲
に
始
ま
っ
た
政
治
プ
ロ
セ
ス
上

の
過
渡
期
が
終
了
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
移
行
国
民
議
会
の
選
挙
（
二

○
○
五
年
一
月
）、
移
行
政
権
の
発
足
（
二
○
○
五
年
五
月
）、
移
行
政
権

下
に
お
け
る
恒
久
憲
法
の
制
定
（
二
○
○
五
年
一
○
月
）、
国
民
議
会
の

選
挙
（
二
○
○
五
年
一
二
月
）
を
経
て
、
恒
久
憲
法
下
に
お
い
て
発
足
し

た
正
式
政
権
は
、
そ
う
し
た
流
れ
に
注
目
す
る
限
り
、
正
統
性
を
有
す
る

民
主
的
政
権
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
見
て
い
く
と
お
り
、

そ
の
こ
と
は
、
政
権
の
安
定
性
と
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

正
式
政
権
に
は
、
今
回
選
挙
に
お
い
て
議
席
の
大
部
分
を
占
め
た
主
要

五
会
派
（
図
１
）
の
う
ち
、
イ
ラ
ク
国
民
対
話
戦
線
を
除
く
四
会
派
が
参

加
し
た
。
そ
れ
ら
の
四
会
派
の
う
ち
、
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
（
以
下
、
Ｕ
Ｉ

Ａ
）、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
同
盟
（
以
下
、
Ｋ
Ａ
）、
イ
ラ
ク
協
調
戦
線
（
以

下
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
）
の
三
会
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ー
ア
派
（
よ
り
正
確
に
は
シ

ー
ア
派
ア
ラ
ブ
の
他
、
少
数
な
が
ら
シ
ー
ア
派
ト
ル
ク
マ
ン
お
よ
び
ク
ル

ド
）、
ス
ン
ナ
派
（
よ
り
正
確
に
は
ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
）、
ク
ル
ド
を
支
持

層
と
し
て
お
り
、
宗
派
・
民
族
主
義
勢
力
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
残
り
の
一
会
派
で
あ
る
国
民
イ
ラ
ク
・
リ
ス
ト
（
以
下
、

Ｎ
Ｉ
Ｌ
）
は
、
宗
派
・
民
族
を
横
断
し
た
世
俗
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
イ

ラ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
を
標
榜
し
て
い
る
。「
挙
国
一
致
」
の
掛
け

声
の
下
に
発
足
し
た
正
式
政
権
は
、
良
く
言
え
ば
「
全
員
参
加
」、
悪
く

言
え
ば
「
寄
り
合
い
所
帯
」
で
あ
り
、
そ
の
立
ち
上
げ
の
調
整
に
要
し
た

時
間
は
、
選
挙
か
ら
実
に
五
カ
月
以
上
の
長
き
に
及
ん
だ
。
本
稿
で
は
、

前
半
部
に
お
い
て
選
挙
後
の
連
立
形
成
を
巡
る
各
会
派
の
動
き
を
検
証
し
、
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挙
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後
半
部
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
個
別
的
な
動
き
か
ら
帰
納
さ
れ
る
政
治
的
な

方
向
性
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
々
変
転
す
る
表
層
の
背
後
に
あ
る

イ
ラ
ク
政
治
の
力
学
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

●
選
挙
後
の
立
場
表
明｜

挙
国
一
致
の
呼
び
か
け
と
会
派
間

の
確
執

正
式
政
権
の
あ
り
方
に
対
す
る
各
会
派
の
立
場
は
、
選
挙
か
ら
間
も
な

い
一
月
上
旬
ま
で
に
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
観
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
早
く
態

度
を
表
明
し
た
の
は
Ｋ
Ａ
で
あ
り
、
ジ
ャ
ラ
ー
ル
・
タ
ラ
バ
ー
ニ
ー
・
ク

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
愛
国
同
盟
（
以
下
、
Ｐ
Ｕ
Ｋ
）
党
首
（
大
統
領
）
は
、
正

式
政
権
に
は
Ｋ
Ａ
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
等
の
議
席

を
有
す
る
す
べ
て
の
会
派
・
政
党
が
参
加
し
、
包
括
的
な
政
権
と
な
る
こ

と
を
希
望
す
る
（
一
二
月
二
○
日
発
言
）、
新
た
な
連
立
は
ス
ン
ナ
派
、

シ
ー
ア
派
、
ク
ル
ド
を
含
む
必
要
が
あ
る
（
一
二
月
二
五
日
発
言
）
と
述

べ
、
挙
国
一
致
政
権
樹
立
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
図
２
①
）。

昨
年
一
月
の
移
行
国
民
議
会
選
挙
に
基
づ
き
成
立
し
た
移
行
政
権
は
、
ス

ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
に
よ
る
選
挙
不

参
加
の
た
め
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
、
Ｋ
Ａ

の
二
派
連
立
に
よ
り
構
成
さ
れ

た
。
Ｋ
Ａ
は
、
挙
国
一
致
政
権

樹
立
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
初
期
の
段
階
に
お
い

て
移
行
政
権
期
の
二
派
連
立
の

継
続
を
自
ら
否
定
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
は
、

挙
国
一
致
政
権
樹
立
の
呼
び
か

け
に
応
じ
な
が
ら
も
、
ま
ず
は

従
来
の
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
Ｋ
Ａ
と
の
紐
帯
強
化
を
優
先

さ
せ
た
（
図
２
②
）。
ア
ブ
ド

ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ハ
キ
ー
ム
・
イ
ラ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
最
高
評
議

会
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）
議
長
は
、
選
挙
か
ら
間
も
な
い
一
二
月
末
に

ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
た
際
、
Ｐ
Ｕ
Ｋ
の
本
拠
地
で
あ
る
ス
ラ
イ
マ

ニ
ー
ヤ
に
お
い
て
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
連
邦
制
の
導
入
が
ク
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
だ
け
で
な
く
、
イ
ラ
ク
南
部
・
中
部
の
シ
ー
ア
派
ア
ラ
ブ
が
圧
倒
的
多

数
を
占
め
る
地
域
に
と
っ
て
も
正
し
い
選
択
で
あ
る
と
述
べ
、
Ｋ
Ａ
、
Ｕ

Ｉ
Ａ
の
共
通
項
を
強
調
し
た
（
一
二
月
三
○
日
発
言
）。
さ
ら
に
、
同
議

長
は
、
ク
ル
ド
が
帰
属
権
を
主
張
す
る
キ
ル
ク
ー
ク
の
問
題
の
処
理
に
お

い
て
憲
法
を
遵
守
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
Ｋ
Ａ
へ
の
歩
み
寄
り
の
姿
勢
を

示
し
た
と
さ
れ
る
。

他
方
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
と
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
の
間
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
連
邦
制
、

非
バ
ア
ス
化
政
策
（
旧
バ
ア
ス
党
員
の
公
職
追
放
）、
治
安
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
国
家
運
営
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
に
お
い
て
埋
め
が
た
い
隔
た

り
が
あ
っ
た
（
図
２
③
）。
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
幹
部
の
ア
リ
ー
・
ア
ッ
ダ
ー
ド
は
、

挙
国
一
致
政
権
樹
立
の
呼
び
か
け
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
南
部
・
中

部
に
対
す
る
連
邦
制
の
適
用
（
以
下
、
南
部
・
中
部
連
邦
制
）、
非
バ
ア

ス
化
政
策
の
継
続
、
旧
政
権
に
よ
る
弾
圧
の
被
害
者
の
救
済
な
ど
の
原
則

的
事
項
に
関
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
妥
協
を
拒
否
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
（
一
二
月
二
四
日
発
言
）。
こ
れ
に
対
し
、
ア
ド
ナ
ー
ン
・
ド
ゥ
ラ

イ
ミ
ー
Ｉ
Ａ
Ｆ
代
表
は
、
Ｋ
Ａ
へ
の
配
慮
か
ら
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
に
対

す
る
連
邦
制
の
適
用
（
以
下
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
連
邦
制
）
を
湾
岸
戦
争

以
降
の
既
成
事
実
と
し
て
容
認
す
る
姿
勢
を
示
す
一
方
で
、
南
部
・
中
部

連
邦
制
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
断
固
と
し
て
反
対
す
る
立
場
を
表
明
し
て

い
る
（
一
月
二
日
発
言
）。

Ｕ
Ｉ
Ａ
と
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
の
関
係
は
、
立
場
の
相
違
が
あ
る
と
は
い
え
、
交

渉
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
対
す
る
態

度
に
は
、
そ
も
そ
も
交
渉
自
体
を
忌
避
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
（
図

２
④
）。
Ｕ
Ｉ
Ａ
幹
部
で
あ
る
フ
サ
イ
ン
・
シ
ャ
ハ
リ
ス
タ
ー
ニ
ー
移
行

国
民
議
会
副
議
長
（
当
時
、
現
石
油
相
）
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
Ｕ
Ｉ
Ａ
と
の
協

議
に
先
立
ち
自
派
内
か
ら
の
旧
政
権
関
係
者
を
一
掃
し
、「
自
己
浄
化
」

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
対
し
て
強
い
調
子
で
警
告
し
て

●　 イラク統一同盟（ＵＩＡ、１２８議席）：
 シーア派イスラーム主義
　イラク・イスラーム革命最高評議会（ＳＣＩＲＩ）
　バドル組織
　ダアワ党
　 ファディーラ党（５月１２日に内閣不参加を表明）
　サドル派
●　 クルディスタン同盟（ＫＡ、５３議席）：
 クルド民族主義
　クルディスタン民主党（ＫＤＰ）
　クルディスタン愛国同盟（ＰＵＫ）
●　 イラク協調戦線（ＩＡＦ、４４議席）：
 スンナ派イスラーム主義
　イラク・イスラーム党（ＩＩＰ）
　イラク民衆全体会議（ＧＣＰＩ）
　国民対話評議会（ＮＤＣ）
●　 国民イラク・リスト（ＮＩＬ、２５議席）：
 世俗的ナショナリズム
　イラク国民協約
　イラーキーユーン
　独立民主グループ
　イラク共産党
●　 イラク国民対話戦線（ＩＦＮＤ、１１議席）：
 世俗的ナショナリズム／スンナ派（？）
　イラク国民戦線

図１　主要５会派および各会派の主要構成政党
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い
る
（
一
二
月
二
九
日
発
言
）。

ま
た
、
サ
ド
ル
派
幹
部
で
あ
る

バ
ハ
ー
・
ア
ー
ラ
ジ
ー
は
、
イ

ヤ
ー
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
Ｎ

Ｉ
Ｌ
代
表
（
元
首
相
）
と
の
交

渉
が
「
タ
ブ
ー
」
で
あ
る
と
ま

で
極
言
し
て
い
る
（
一
月
二
日

発
言
）。
こ
う
し
た
態
度
は
、

直
接
的
に
は
非
バ
ア
ス
化
政
策

等
を
巡
る
各
政
党
、
政
治
家
と

ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
Ｎ
Ｉ
Ｌ
代
表

と
の
こ
れ
ま
で
の
関
係
を
反
映

し
た
も
の
と
言
え
る
。
但
し
、

Ｎ
Ｉ
Ｌ
が
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
代

表
自
身
を
は
じ
め
自
派
内
に
シ

ー
ア
派
出
身
の
メ
ン
バ
ー
を
擁

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
持
者

獲
得
を
巡
る
両
会
派
の
潜
在
的

な
競
合
の
可
能
性
に
対
し
て
Ｕ

Ｉ
Ａ
が
警
戒
感
を
抱
い
て
い
る

こ
と
を
忌
避
の
理
由
と
し
て
指

摘
す
る
向
き
も
あ
る
。

Ｋ
Ａ
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
と
の
折
り

合
い
が
悪
い
Ｉ
Ａ
Ｆ
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ

双
方
と
の
個
別
的
な
接
触
を
行

い
、
挙
国
一
致
の
原
則
に
則
っ

た
政
権
参
加
を
促
し
た
。
一
月

二
日
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
お
い
て

行
わ
れ
た
タ
ラ
バ
ー
ニ
ー
Ｐ
Ｕ

Ｋ
党
首
と
Ｎ
Ｉ
Ｌ
所
属
の
ハ
ー

ジ
ム
・
ハ
サ
ニ
ー
移
行
国
民
議

会
議
長
（
当
時
）
と
の
会
談
後
、
同
党
首
は
、
両
者
が
挙
国
一
致
政
権
樹

立
の
原
則
に
合
意
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
、
ド
ゥ
ラ

イ
ミ
ー
Ｉ
Ａ
Ｆ
代
表
の
率
い
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
代
表
団
は
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
を

訪
れ
、
バ
ル
ザ
ー
ニ
ー
・
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
民
主
党
（
以
下
、
Ｋ
Ｄ
Ｐ
）

党
首
（
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
地
域
大
統
領
）
と
会
談
し
た
。
会
談
後
、
同
代

表
は
、
協
調
に
依
拠
し
た
均
衡
の
と
れ
た
政
府
の
発
足
に
向
け
、
Ｉ
Ａ
Ｆ

が
す
べ
て
の
会
派
と
の
協
議
を
継
続
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
と
の
立
場

を
表
明
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｋ
Ａ
の
働
き
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
挙
国
一
致
政
権
樹
立

に
向
け
た
動
き
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
が
非
妥
協
的
な
立
場
を
採
り
続
け
た
こ
と
か

ら
、
遅
々
と
し
て
進
展
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
最
終
選
挙
結
果
が

発
表
さ
れ
た
二
月
一
○
日
、
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
Ｎ
Ｉ
Ｌ
代
表
は
、「
一
部

の
勢
力
」
が
南
部
・
中
部
連
邦
制
に
固
執
す
る
こ
と
は
、
緊
迫
し
た
情
勢

に
お
い
て
「
火
に
油
を
注
ぐ
」
こ
と
に
等
し
い
と
述
べ
て
Ｕ
Ｉ
Ａ
を
批
判

し
、
さ
ら
に
、
二
月
一
二
日
に
は
、
タ
ラ
バ
ー
ニ
ー
Ｐ
Ｕ
Ｋ
党
首
が
、
ザ

ル
メ
イ
・
ハ
リ
ル
ザ
ー
ド
在
イ
ラ
ク
米
大
使
と
の
共
同
記
者
会
見
の
席
上
、

Ｋ
Ａ
は
Ｎ
Ｉ
Ｌ
を
排
除
す
る
い
か
な
る
政
権
に
も
参
加
し
な
い
こ
と
を
明

言
し
た
。
こ
と
こ
こ
に
至
り
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
は
、
漸
く
態
度
を
軟
化
さ
せ
、
二

月
一
四
日
、
ハ
キ
ー
ム
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
議
長
は
、
連
立
形
成
に
お
い
て
特
定

会
派
を
忌
避
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
点
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、

二
月
一
五
日
、
ド
ゥ
ラ
イ
ミ
ー
Ｉ
Ａ
Ｆ
代
表
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
、
Ｉ
Ｆ
Ｎ
Ｄ
と

の
共
同
交
渉
団
を
結
成
し
、
連
立
形
成
交
渉
に
臨
む
こ
と
を
表
明
し
た
。

さ
ら
に
、
数
日
を
遡
る
二
月
一
二
日
に
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
内
部
の
投
票
に
よ
り

次
期
首
相
候
補
が
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
・
ダ
ア
ワ
党

党
首
（
当
時
首
相
、
以
下
同
様
）
に
一
本
化
さ
れ
た
た
め
、
政
権
の
立
ち

上
げ
に
向
け
た
動
き
は
一
挙
に
加
速
す
る
か
に
思
わ
れ
た
。

●
シ
ー
ア
派
聖
廟
爆
破
事
件
以
降
の
展
開｜

ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ

ー
再
選
阻
止

し
か
し
な
が
ら
、
二
月
二
二
日
に
イ
ラ
ク
中
部
の
サ
ー
マ
ッ
ラ
ー
に
お

い
て
発
生
し
た
シ
ー
ア
派
聖
廟
爆
破
事
件
は
事
態
を
一
変
さ
せ
た
。
事
件

（出所）筆者作成。
（注）①ＫＡによる挙国一致政権樹立の働きかけ。②ＵＩＡによるＫＡとの連立維持の動き。③ＵＩＡ・ＩＡＦ間の対立。④ＵＩＡによるＮＩＬ忌避。⑤ＵＩＡ内部に
おけるＳＣＩＲＩ・サドル派間の対立。⑥ポスト配分に伴うＩＡＦ・ＮＩＬ間の確執。⑦主要会派内における世俗主義勢力。⑧シスターニー師によるＵＩＡに対す
る働きかけ。⑨ＩＡＦ傘下のスンナ派政党と武装闘争組織との関係。⑩主要会派内における宗派・民族主義勢力・世俗的ナショナリズム勢力間の対立。⑪米国によ
るＫＡに対する働きかけ。⑫イランによるＵＩＡ（特にＳＣＩＲＩ）に対する働きかけ。⑬ＵＩＡの内部対立によるファディーラ党の内閣不参加表明。

図２　主要アクター間の関係

（世俗的ナショナリズム） 

（宗派対立） 

（宗派・民族主義） 
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分
析
リ
ポ
ー
ト

イ
ラ
ク
政
治
の
方
向
性̶

挙
国
一
致
と
宗
派
対
立

発
生
の
時
点
に
お
い
て
、
容
疑
者
は
特
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
聖
廟

爆
破
の
知
ら
せ
が
伝
わ
る
と
、
バ
グ
ダ
ー
ド
等
に
お
い
て
シ
ー
ア
派
民
兵

組
織
が
関
与
す
る
と
さ
れ
る
ス
ン
ナ
派
モ
ス
ク
、
ス
ン
ナ
派
住
民
へ
の
襲

撃
が
頻
発
し
、
一
部
情
報
に
よ
れ
ば
、
事
件
後
一
週
間
程
で
ス
ン
ナ
派
住

民
の
死
者
は
数
百
名
に
達
し
た
。
事
件
翌
日
の
二
三
日
、
ハ
ラ
フ
・
ウ
ラ

イ
ヤ
ー
ン
国
民
対
話
評
議
会
（
以
下
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
議
長
は
、
ジ
ャ
ア
ッ
フ

ァ
リ
ー
首
相
の
率
い
る
シ
ー
ア
派
主
導
の
移
行
政
権
が
ス
ン
ナ
派
住
民
の

保
護
を
怠
っ
た
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
抗
議
の
意
志
を
表
明
す
る
た
め
、

Ｉ
Ａ
Ｆ
に
よ
る
連
立
形
成
交
渉
の
一
時
中
断
を
宣
言
し
た
。

そ
の
直
後
の
二
月
二
七
日
に
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
首
相
が
行
っ
た
ト
ル

コ
訪
問
も
、
事
態
の
混
迷
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
情
勢
が
緊
迫
す
る

時
期
に
同
首
相
が
敢
え
て
ト
ル
コ
を
訪
問
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｋ
Ａ
に
と
っ
て
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
中
央
政
府
と
自
国
内

に
ク
ル
ド
民
族
問
題
を
抱
え
る
ト
ル
コ
と
の
関
係
は
、
極
め
て
微
妙
な
問

題
で
あ
り
、
同
首
相
が
、
タ
ラ
バ
ー
ニ
ー
大
統
領
（
Ｐ
Ｕ
Ｋ
党
首
）
に
す

ら
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
ト
ル
コ
を
訪
問
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
Ｋ
Ａ

が
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
首
相
に
抱
い
て
い
た
不
信
感
を
深
め
、
Ｋ
Ａ
と
同

首
相
と
の
関
係
に
修
復
し
難
い
亀
裂
を
も
た
ら
し
た
。
二
月
二
八
日
、
大

統
領
府
は
、
事
前
協
議
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
ジ
ャ
ア

ッ
フ
ァ
リ
ー
首
相
の
ト
ル
コ
訪
問
を
非
難
す
る
異
例
の
声
明
を
発
出
し
、

三
月
四
日
、
Ｋ
Ａ
は
、
首
相
の
再
選
に
異
議
を
唱
え
る
書
簡
を
Ｕ
Ｉ
Ａ
に

送
付
し
た
。
さ
ら
に
、
同
日
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
も
、
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
首
相
の

再
選
を
拒
否
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
首
相
再
選
阻
止
の
包
囲
網
が
、

Ｋ
Ａ
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

但
し
、
こ
の
こ
と
は
、
Ｋ
Ａ
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
Ｕ
Ｉ
Ａ
と
が
全
面
対
決
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
内
部
に
お
い
て
ジ
ャ
ア
ッ
フ

ァ
リ
ー
首
相
の
擁
立
を
支
持
し
た
の
は
、
同
首
相
の
出
身
母
体
で
あ
る
ダ

ア
ワ
党
の
他
に
は
サ
ド
ル
派
で
あ
り
、
首
相
再
選
阻
止
の
動
き
は
、
サ
ド

ル
派
の
猛
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
。
首
相
自
身
が
立
候
補
断
念
を
拒
否
し

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
サ
ド
ル
派
も
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
支
持

の
立
場
を
崩
さ
ず
、
同
派
幹
部
は
、「
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
外
し
」
が
サ

ド
ル
派
の
政
権
不
参
加
（
即
ち
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
分
裂
）
に
繋
が
る
こ
と
を
警

告
し
た
。
他
方
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
、
次
期
首
相
候
補
の
一
本
化
を
巡
る
Ｕ

Ｉ
Ａ
内
部
の
投
票
の
際
、
自
派
の
ア
ー
デ
ィ
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
マ
フ
デ
ィ

ー
副
大
統
領
を
擁
立
し
、
僅
か
一
票
差
で
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
首
相
を
支

持
す
る
サ
ド
ル
派
、
ダ
ア
ワ
党
に
破
れ
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
首

相
に
翻
意
を
促
す
姿
勢
を
見
せ
た
。
結
果
と
し
て
、
首
相
再
選
阻
止
の
動

き
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
内
部
に
お
け
る
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
と
サ
ド
ル
派
、
ダ
ア
ワ
党
と

の
相
違
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
２
⑤
）。

四
月
一
日
に
は
ラ
イ
ス
米
国
務
長
官
お
よ
び
ス
ト
ロ
ー
英
外
相
が
、
共

に
イ
ラ
ク
を
訪
問
し
、
各
会
派
の
指
導
者
に
対
し
て
迅
速
な
政
権
発
足
を

促
し
た
が
、
首
相
再
選
阻
止
を
巡
り
、
組
閣
の
動
き
は
、
以
後
二
週
間
以

上
に
わ
た
り
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。
結
局
、
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
首
相
は
、

四
月
一
九
日
に
至
り
漸
く
立
候
補
断
念
を
公
表
し
、
四
月
二
二
日
に
開
催

さ
れ
た
国
民
議
会
会
合
に
お
い
て
、
マ
フ
ム
ー
ド
・
マ
シ
ュ
ハ
ダ
ー
ニ
ー

国
民
議
会
議
長
（
Ｉ
Ａ
Ｆ
）、
タ
ラ
バ
ー
ニ
ー
大
統
領
（
Ｋ
Ａ
、
再
選
）

が
選
出
さ
れ
た
後
、
ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
首
相
側
近
と
し
て
ダ
ア
ワ
党
を

切
り
盛
り
し
て
い
た
ヌ
ー
リ
ー
・
マ
ー
リ
キ
ー
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
）
が
首
班
指
名

を
受
け
た
。

ジ
ャ
ア
ッ
フ
ァ
リ
ー
首
相
が
立
候
補
断
念
を
表
明
す
る
少
し
前
か
ら
、

各
会
派
は
、
急
速
に
ポ
ス
ト
争
奪
に
傾
い
て
い
き
、
そ
の
中
で
今
度
は
Ｉ

Ａ
Ｆ
と
Ｎ
Ｉ
Ｌ
と
の
間
の
確
執
が
表
面
化
し
て
い
っ
た
（
図
２
⑥
）。
恒

久
憲
法
の
規
定
上
、
三
つ
の
ト
ッ
プ
・
ポ
ス
ト
で
あ
る
大
統
領
、
国
民
議

会
議
長
、
首
相
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
副
大
統
領
、
副
議
長
、
副
首
相
が
二
名

ず
つ
任
命
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
但
し
、
副
大
統
領
お
よ
び
副
首

相
に
つ
い
て
は
、
現
行
国
民
議
会
の
任
期
中
に
は
二
名
の
任
命
が
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
定
員
数
に
つ
い
て
は
明
確
な
規
定
が
な
い
）。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
ト
ッ
プ
・
ポ
ス
ト
が
、
主
要
な
宗
派
・
民
族
で

あ
る
シ
ー
ア
派
、
ス
ン
ナ
派
、
ク
ル
ド
に
よ
り
三
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
副
ポ
ス
ト
に
、
正
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
な
か
っ
た
宗
派
・
民
族
の
出
身
者

が
充
て
ら
れ
る
こ
と
を
事
実
上
の
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｎ

Ｉ
Ｌ
は
、
そ
う
し
た
「
暗
黙
の
了
解
」
が
憲
法
の
ど
こ
に
も
明
記
さ
れ
て
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分
析
リ
ポ
ー
ト

イ
ラ
ク
政
治
の
方
向
性̶

挙
国
一
致
と
宗
派
対
立

い
な
い
こ
と
を
盾
に
、
ま
ず
副
大
統
領
ポ
ス
ト
を
、
次
に
副
首
相
ポ
ス
ト

を
要
求
し
た
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
と
の
共
同
交
渉
団
を
組
織
し
て
い
た
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、

自
派
の
「
取
り
分
」
が
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
渡
る
こ
と
を
嫌
い
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
要
求
を

退
け
た
。「
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
が
副
大
統
領
ポ
ス
ト
を
欲
し
が
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
我
々
の
も
の
で
あ
る
」（
四
月
一
八
日
付
Ａ
Ｆ
Ｐ
電
）
と
い
う
ザ

ー
フ
ィ
ル
・
ア
ー
ニ
ー
Ｉ
Ａ
Ｆ
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
露
骨
な
発
言
は
、
Ｎ

Ｉ
Ｌ
の
要
求
が
ポ
ス
ト
配
分
を
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
Ｉ
Ａ

Ｆ
の
不
快
感
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
は
、
こ

う
し
た
要
職
人
事
が
宗
派
主
義
的
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
精
神
に
悖
る
と
非
難
し
て
い
る
。

●
均
衡
の
要
因
Ⅰ｜

包
括
の
ベ
ク
ト
ル

こ
れ
ら
の
個
別
的
な
動
き
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

突
発
的
な
要
因
が
介
入
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
Ｋ
Ａ
を
中
心
と
す
る

「
包
括
の
ベ
ク
ト
ル
」（
図
２
①
）
と
Ｕ
Ｉ
Ａ
・
Ｉ
Ａ
Ｆ
間
の
対
立
を
中

心
と
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
を
巻
き
込
ん
だ
三
つ
巴
の
「
対
立
の
ベ
ク
ト
ル
」（
図

２
③
、
④
、
⑥
）
と
が
同
時
に
作
用
し
合
い
、
そ
の
中
で
全
体
的
な
均
衡

が
保
た
れ
て
い
る
構
図
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ｋ
Ａ
に
よ
る
包
括
志
向
の

根
底
に
あ
る
の
は
、
自
派
に
有
利
な
憲
法
条
項
の
実
施
を
可
能
に
す
る
政

治
状
況
を
創
り
出
す
こ
と
が
、
ク
ル
ド
民
族
主
義
の
利
益
に
繋
が
る
と
い

う
認
識
で
あ
る
。
昨
年
一
○
月
の
国
民
投
票
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
現
行
憲

法
は
、
施
行
と
同
時
に
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
連
邦
制
の
自
動
的
な
実
施
を
定

め
て
お
り
（
第
一
一
三
条
、
第
一
項
）、
ク
ル
ド
が
帰
属
権
を
主
張
す
る

キ
ル
ク
ー
ク
の
問
題
に
つ
い
て
、
旧
政
権
が
実
施
し
た
ア
ラ
ブ
化
政
策
の

矯
正
に
よ
る
人
口
構
成
の
「
正
常
化
」、
人
口
調
査
、
帰
属
に
関
す
る
住

民
投
票
と
い
っ
た
段
階
的
措
置
に
よ
り
、
二
○
○
七
年
末
ま
で
の
解
決
を

定
め
て
い
る
（
第
一
三
六
条
、
第
二
項
）。
ま
た
、
キ
ル
ク
ー
ク
周
辺
の

油
田
地
帯
は
、
イ
ラ
ク
原
油
の
約
三
分
の
一
を
生
産
し
て
い
る
が
、
石
油

・
ガ
ス
資
源
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
、
現
行
憲
法
は
、
中
央
政
府
に
加
え
、

連
邦
制
に
基
づ
く
地
域
政
府
（
こ
の
場
合
に
は
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
地
域
政

府
）
お
よ
び
生
産
州
の
権
限
を
認
め
て
い
る
（
第
一
○
九
条
）。
一
九
九

一
年
の
湾
岸
戦
争
以
降
、
実
質
的
な
自
治
を
享
受
し
て
き
た
ク
ル
ド
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
課
題
は
、
イ
ラ
ク
の
体
制
が
自
派
の
民
族
主
義
的
要
求

の
実
現
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お
い
て
Ｋ

Ａ
は
、
闇
雲
に
独
立
を
目
指
す
よ
り
も
、
仲
介
者
と
し
て
各
会
派
の
融
和

を
促
し
、
憲
法
条
項
を
実
施
し
得
る
「
機
能
す
る
イ
ラ
ク
国
家
」
を
実
現

す
る
こ
と
を
、
自
派
の
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
最
も
現
実
的
な
方
策
と

見
な
し
て
い
る
。

但
し
、
そ
の
こ
と
は
、
逆
か
ら
見
れ
ば
、
現
行
憲
法
の
条
項
を
実
施
し

な
い
イ
ラ
ク
国
家
、
即
ち
、
Ｋ
Ａ
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
「
機
能
し
な
い
イ

ラ
ク
国
家
」
の
中
に
留
ま
る
こ
と
に
Ｋ
Ａ
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
し
て

い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
際
、
昨
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
テ
レ
ビ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
、
バ
ル
ザ
ー
ニ
ー
Ｋ
Ｄ
Ｐ
党
首
は
、
ク
ル
ド
が
連
邦

制
に
基
づ
く
民
主
的
、
多
元
的
な
イ
ラ
ク
の
一
部
と
な
り
う
る
と
述
べ
る

一
方
で
、
イ
ラ
ク
に
内
戦
が
勃
発
し
た
場
合
に
は
、
ク
ル
ド
が
独
立
を
宣

言
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
一
一
月
二
○
日
発
言
、「
ア

ッ
＝
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ
」
テ
レ
ビ
）。
予
想
さ
れ
る
近
隣
諸
国
の
猛
反
発
を

考
慮
す
れ
ば
、
Ｋ
Ａ
が
す
ぐ
に
独
立
宣
言
の
挙
に
及
ぶ
可
能
性
は
低
く
、

同
党
首
の
発
言
は
、
多
分
に
政
治
的
な
圧
力
あ
る
い
は
ク
ル
ド
民
衆
に
対

す
る
「
国
内
的
」
な
ア
ピ
ー
ル
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
の
Ｋ
Ａ
の
イ

ラ
ク
国
家
観
を
表
し
て
お
り
興
味
深
い
。

Ｋ
Ａ
に
よ
る
包
括
志
向
は
、
他
の
主
要
会
派
に
よ
る
肯
定
的
な
反
応
を

引
き
出
し
た
が
、
各
会
派
の
立
場
は
、
主
唱
者
で
あ
る
Ｋ
Ａ
自
身
が
そ
う

で
あ
る
の
と
同
様
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
に
基
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
特
に
今
回
選
挙
に
お
い
て
議
席
数
を
四
○
議
席
か
ら
二
五
議
席
へ

と
大
幅
に
減
ら
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
と
っ
て
、「
全
員
参
加
」
を
目
指
す
Ｋ
Ａ

の
動
き
は
、
イ
ラ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
大
義
名
分
の
下
で
選
挙
結

果
の
不
利
を
覆
す
機
会
を
与
え
た
。
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対
象
が

ク
ル
ド
民
族
か
、
イ
ラ
ク
国
家
か
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
れ
、
Ｋ
Ａ
、
Ｎ
Ｉ

Ｌ
は
、
共
に
世
俗
主
義
に
依
拠
し
て
お
り
、
両
者
の
紐
帯
強
化
は
、
双
方

に
と
っ
て
、
主
要
会
派
内
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
で
あ
る
Ｕ
Ｉ
Ａ
、
Ｉ

Ａ
Ｆ
と
の
均
衡
を
図
る
上
で
有
効
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
（
図
２
⑦
）。
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分
析
リ
ポ
ー
ト

イ
ラ
ク
政
治
の
方
向
性̶

挙
国
一
致
と
宗
派
対
立

他
方
、
今
回
選
挙
で
一
二
八
議
席
を
獲
得
し
、
第
一
党
の
地
位
を
占
め
た

Ｕ
Ｉ
Ａ
は
、「
全
員
参
加
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
選
挙
結
果
の
軽
視
に
繋
が

る
こ
と
に
警
戒
感
を
示
し
つ
つ
も
、
Ｋ
Ａ
に
よ
る
挙
国
一
致
政
権
樹
立
の

呼
び
か
け
に
は
一
定
の
理
解
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
態
度
に
は
、

Ｋ
Ａ
と
の
関
係
維
持
の
意
向
に
基
づ
く
Ｋ
Ａ
へ
の
配
慮
に
加
え
、
昨
年
一

二
月
末
の
段
階
に
お
い
て
、
シ
ー
ア
派
宗
教
界
の
権
威
で
あ
る
シ
ス
タ
ー

ニ
ー
師
が
、
挙
国
一
致
政
権
樹
立
に
向
け
て
他
会
派
と
協
力
す
る
よ
う
Ｕ

Ｉ
Ａ
に
指
示
を
発
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
を
与
え
て
い
る
（
図
２
⑧
）。

Ｕ
Ｉ
Ａ
の
選
挙
結
果
重
視
の
傾
向
に
対
し
、
初
参
加
の
今
回
選
挙
で
四
四

議
席
を
獲
得
し
、
第
三
党
の
位
置
に
着
け
た
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
一
月
上
旬
に
行

わ
れ
た
ド
ゥ
ラ
イ
ミ
ー
代
表
に
よ
る
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
訪
問
の
際
の
発
言

（「
選
挙
後
の
立
場
表
明
│
挙
国
一
致
の
呼
び
か
け
と
会
派
間
の
確
執
」

の
項
を
参
照
）
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
選
挙
結
果
以
外

に
も
各
派
の
協
調
を
重
視
し
、
協
調
に
基
づ
く
挙
国
一
致
政
権
の
樹
立
を

主
張
し
て
い
る
。
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
狙
い
は
、
移
行
政
権
期
の
よ
う
に
Ｕ
Ｉ
Ａ
が

議
席
数
に
も
の
を
言
わ
せ
て
強
権
を
獲
得
す
る
こ
と
を
阻
止
し
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
、

Ｋ
Ａ
と
対
等
の
立
場
で
政
権
参
加
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ア
ー
ニ
ー
Ｉ
Ａ
Ｆ
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
混
迷
状
況
を
打
開
す
る
た

め
の
理
想
的
な
方
法
は
、
各
会
派
が
対
等
な
立
場
で
参
加
し
、
協
調
に
基

づ
く
挙
国
一
致
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
（
一

月
二
三
日
発
言
）、「
全
員
参
加
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
こ
こ
で
も
自
派
の

利
害
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
形
で
使
わ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
挙
国
一
致
政
権
樹
立
の
呼
び
か
け
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
い
ず
れ
の
会
派
に
と
っ
て
も
支
持
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

は
、
Ｋ
Ａ
主
導
の
包
括
志
向
に
一
定
の
求
心
力
を
付
与
し
た
と
言
え
る
。

そ
う
し
た
方
向
性
は
、
今
後
、
例
え
ば
、
キ
ル
ク
ー
ク
問
題
等
の
処
理
を

巡
り
、
Ｋ
Ａ
と
他
会
派
と
の
対
立
が
先
鋭
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｋ
Ａ
を

取
り
巻
く
状
況
に
劇
的
な
変
化
が
生
じ
、
Ｋ
Ａ
が
分
離
傾
向
を
強
め
る
よ

う
な
状
況
が
出
現
し
な
い
限
り
、
当
面
は
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

現
行
憲
法
は
、
首
班
指
名
の
前
段
階
に
お
い
て
な
さ
れ
る
大
統
領
評
議
会

（
正
・
副
大
統
領
に
よ
り
構
成
）
の
選
出
に
際
し
、
国
民
議
会
議
員
の
三

分
の
二
以
上
の
支
持
を
求
め
て
お
り
（
但
し
、
次
期
国
民
議
会
以
降
、
こ

の
規
定
は
大
統
領
の
選
出
の
み
に
適
用
）、
各
会
派
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

重
視
し
て
い
る
が
、
実
際
の
政
治
状
況
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
憲
法
条

項
以
上
に
「
全
員
参
加
」
を
志
向
す
る
傾
向
が
強
い
と
言
え
よ
う
。

●
均
衡
の
要
因
Ⅱ｜

対
立
の
ベ
ク
ト
ル

Ｕ
Ｉ
Ａ
と
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
の
対
立
は
、
連
邦
制
、
非
バ
ア
ス
化
政
策
、
治
安

問
題
に
関
す
る
立
場
の
相
違
に
最
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
（
図
２
③
）。

Ｕ
Ｉ
Ａ
は
、
南
部
・
中
部
連
邦
制
を
適
用
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
強
力
な

権
限
を
付
与
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
が
そ
う
し
た
立

場
を
採
る
背
景
に
は
、
旧
政
権
の
抑
圧
的
性
格
と
結
び
つ
い
た
中
央
集
権

制
に
対
す
る
シ
ー
ア
派
住
民
の
根
深
い
不
信
感
が
あ
る
。
ま
た
、
湾
岸
戦

争
末
期
に
南
部
に
お
い
て
発
生
し
た
住
民
の
武
装
蜂
起
に
対
す
る
政
権
側

の
容
赦
な
い
弾
圧
、
そ
の
後
の
シ
ー
ア
派
住
民
を
対
象
と
し
た
差
別
待
遇

も
、
未
だ
に
人
々
の
記
憶
に
新
し
い
。
南
部
・
中
部
連
邦
制
の
導
入
は
、

旧
政
権
期
を
亡
命
先
の
国
外
で
過
ご
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る

Ｕ
Ｉ
Ａ
傘
下
の
政
党
が
、
党
勢
拡
大
を
図
る
過
程
に
お
い
て
、
国
内
の
支

持
層
が
抱
く
そ
う
し
た
不
信
感
に
対
応
（
あ
る
い
は
過
剰
対
応
）
し
た
結

果
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
南
部
・
中
部
連
邦
制
の
導
入
に
対

す
る
立
場
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
内
部
で
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
国
内
に
お
い
て
発

生
し
た
政
治
運
動
で
あ
る
サ
ド
ル
派
は
、「
占
領
下
」
に
お
け
る
連
邦
制

の
導
入
が
国
家
分
裂
に
繋
が
る
と
し
て
、
そ
の
延
期
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
歴
代
政
権
に
お
い
て
中
枢
を
占
め
る
こ
と
の
多
か
っ
た
ス

ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
は
、
一
般
的
に
強
い
中
枢
復
帰
志
向
を
抱
い
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ラ
ク
西
部
・
中
部
の
ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る

地
域
は
、
現
段
階
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
原
油
を
生
産
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
連
邦
制
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
石
油
収
入
の
配
分
に
関
す
る
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
も
、

ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
は
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、

ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
連
邦
制
に
対
し
、
ク
ル
ド
の
民
族
自
決
権
に
属
す
る
問

題
と
し
て
容
認
の
姿
勢
を
示
す
一
方
で
、
南
部
・
中
部
連
邦
制
の
導
入
に
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分
析
リ
ポ
ー
ト

イ
ラ
ク
政
治
の
方
向
性̶

挙
国
一
致
と
宗
派
対
立

は
強
い
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
お
り
、
そ
の
点
を
憲
法
修
正
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

非
バ
ア
ス
化
政
策
は
、
旧
政
権
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
っ
た
バ
ア
ス
党

の
影
響
を
新
生
イ
ラ
ク
か
ら
払
拭
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
定
ラ
ン
ク

以
上
の
旧
バ
ア
ス
党
員
の
公
職
追
放
お
よ
び
一
定
ラ
ン
ク
以
上
の
政
府
職

員
か
ら
の
旧
バ
ア
ス
党
員
の
排
除
を
基
本
と
し
て
い
る
。
二
○
○
三
年
五

月
に
占
領
当
局
が
発
出
し
た
Ｃ
Ｐ
Ａ
命
令
第
一
号
お
よ
び
第
五
号
に
よ
り

開
始
さ
れ
た
同
政
策
は
、
そ
の
後
、
恒
久
憲
法
に
よ
り
踏
襲
さ
れ
、
国
民

議
会
に
附
属
す
る
独
立
委
員
会
で
あ
る
非
バ
ア
ス
化
高
等
委
員
会
が
、
政

策
の
実
施
を
担
っ
て
い
る
。
南
部
・
中
部
連
邦
制
と
同
様
、
非
バ
ア
ス
化

政
策
は
、
当
初
か
ら
シ
ー
ア
派
政
治
家
に
よ
る
支
持
獲
得
の
手
段
と
し
て

政
治
利
用
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
強
く
、
特
に
ハ
キ
ー
ム
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
議
長

は
、
選
挙
後
、
正
式
政
権
に
お
い
て
非
バ
ア
ス
化
政
策
の
継
続
を
優
先
す

べ
き
こ
と
を
繰
り
返
し
発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ス
ン
ナ
派
ア
ラ

ブ
は
、
非
バ
ア
ス
化
政
策
が
実
際
の
運
用
に
お
い
て
ス
ン
ナ
派
排
除
の
手

段
と
化
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
軍
・
治
安
機
関
を
含
む
政
府
機
関
か
ら

ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
が
組
織
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
と
見
な
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
非
バ
ア
ス
化
政
策
関
連
法
の
再
検
討
、
同
法
が
政

府
機
関
に
お
け
る
宗
派
排
除
の
手
段
と
な
ら
な
い
こ
と
の
保
証
を
政
治
綱

領
の
中
で
求
め
て
い
る
。
但
し
、
ダ
ア
ワ
党
出
身
の
マ
ー
リ
キ
ー
首
相
は
、

就
任
以
来
、
国
民
和
解
促
進
を
進
め
る
目
的
か
ら
、
従
来
の
非
バ
ア
ス
化

政
策
を
見
直
す
用
意
が
あ
る
こ
と
を
発
言
し
て
い
る
た
め
、
今
後
、
こ
の

点
に
関
し
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
Ｕ
Ｉ
Ａ
と
の
間
に
何
ら
か
の
妥
協
点
が
見
出
さ
れ

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

治
安
悪
化
の
原
因
に
関
す
る
Ｕ
Ｉ
Ａ
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
見
解
の
相
違
も
、
政

府
機
関
か
ら
の
特
定
宗
派
の
排
除
の
問
題
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
Ｉ

Ａ
Ｆ
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
、
Ｋ
Ａ
の
二
派
連
立
に
よ
り
成
立
し
た
移
行
政
府
に
お

い
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
が
内
相
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
た
結
果
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
傘

下
の
シ
ー
ア
派
民
兵
組
織
が
治
安
機
関
を
独
占
し
、
ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
に

対
す
る
テ
ロ
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
主
張
し
、「
占
領
」
の
継
続

と
共
に
そ
の
こ
と
を
宗
派
抗
争
の
根
源
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関

し
、
ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
住
民
の
暗
殺
に
関
与
し
た
容
疑
で
多
数
の
警
察
官

が
米
軍
に
よ
り
拘
束
さ
れ
、
二
月
に
内
務
省
が
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た

こ
と
は
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
主
張
を
部
分
的
に
裏
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
は
、
イ
ラ
ク
・
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
機
構
、
旧
政
権
関
係

者
な
ど
を
含
む
ス
ン
ナ
派
武
装
闘
争
組
織
が
イ
ラ
ク
に
お
い
て
宗
派
抗
争

を
扇
動
し
て
い
る
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
傘
下
の
政
党
が
ス
ン

ナ
派
武
装
闘
争
組
織
を
政
治
的
に
利
用
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
政

党
に
対
す
る
不
信
感
を
隠
さ
な
い
（
図
２
⑨
）。
一
月
上
旬
に
シ
ー
ア
派

の
聖
地
で
あ
る
カ
ル
バ
ラ
ー
に
お
い
て
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
際
、
ダ
ア

ワ
党
幹
部
で
あ
る
ヌ
ー
リ
ー
・
マ
ー
リ
キ
ー
（
現
首
相
）
は
、
テ
レ
ビ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
席
上
、
名
指
し
す
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
も
、
テ
レ
ビ
に

登
場
す
る
一
部
の
ス
ン
ナ
派
政
治
家
が
武
装
闘
争
を
支
持
し
て
い
る
と
非

難
し
て
い
る
（
一
月
五
日
発
言
、「
ア
ル
＝
イ
ラ
ー
キ
ー
ヤ
」
テ
レ
ビ
）。

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
政
治
綱
領
の
中
で
抵
抗
運
動
と

テ
ロ
活
動
と
を
峻
別
す
べ
き
で
あ
り
、「
占
領
下
」
に
お
け
る
民
衆
の
合

法
的
権
利
と
し
て
の
抵
抗
運
動
は
認
知
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
実
態
上
、
宗
派
主
義
的
な
利
害
に
基
づ
く
主

張
を
展
開
し
て
い
る
と
は
い
え
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
は
、
双
方
と
も
イ
ラ

ク
国
家
の
枠
組
自
体
を
否
定
し
て
は
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
即
ち
、

両
者
は
、
国
内
的
な
分
離
を
明
示
的
な
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
イ
ラ
ク
の
国
境
を
越
え
て
近
隣
諸
国
の
同
胞
と
の
連
帯
を
求
め

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
勿
論
、
宗
派
主
義
的
な
利
害
対
立
が
、
結
果
と

し
て
イ
ラ
ク
国
家
の
分
裂
傾
向
を
助
長
す
る
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
表
向
き
に
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
、
Ｉ
Ａ

Ｆ
は
、
そ
も
そ
も
自
派
の
主
張
が
宗
派
主
義
的
で
あ
る
と
は
自
己
認
識
し

て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
自
派
の
要
求
の
実
現
が
イ
ラ
ク
国
家
お
よ
び
民
衆

の
利
益
の
向
上
に
資
す
る
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、「
対

立
の
ベ
ク
ト
ル
」
は
「
包
括
の
ベ
ク
ト
ル
」
と
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

昨
年
一
二
月
下
旬
に
ス
ラ
イ
マ
ニ
ー
ヤ
に
お
い
て
ハ
キ
ー
ム
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

議
長
が
連
邦
制
支
持
の
発
言
を
行
っ
た
際
（「
選
挙
後
の
立
場
表
明
│
挙
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分
析
リ
ポ
ー
ト

イ
ラ
ク
政
治
の
方
向
性̶

挙
国
一
致
と
宗
派
対
立

国
一
致
の
呼
び
か
け
と
会
派
間
の
確
執
」
の
項
を
参
照
）、
同
議
長
は
、

連
邦
制
の
導
入
の
理
由
が
イ
ラ
ク
の
統
合
強
化
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
独
裁
制
、

宗
派
・
民
族
主
義
の
駆
逐
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
Ｉ
Ａ
Ｆ
も
、

政
治
綱
領
の
中
で
イ
ラ
ク
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
、
宗
派
・
民

族
的
な
ポ
ス
ト
配
分
方
法
の
放
棄
を
謳
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
皮
肉

な
こ
と
に
、
Ｋ
Ａ
傘
下
の
Ｐ
Ｕ
Ｋ
が
、
政
治
綱
領
の
中
で
（
厳
密
に
は

「
ク
ル
ド
民
族
の
自
決
権
の
達
成
」
で
は
な
い
も
の
の
、
地
理
的
領
域
と

し
て
の
）「
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
の
民
衆
の
自
決
権
の
達
成
」
を
明
示
的
な

目
標
と
し
て
掲
げ
る
一
方
で
、
実
態
上
、
イ
ラ
ク
国
家
の
統
合
強
化
を
図

る
方
向
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
と
言
え
る
。

な
お
、
紙
幅
の
都
合
上
、
詳
し
い
分
析
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

今
回
選
挙
の
結
果
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
、
Ｋ
Ａ
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
三
会
派
が
全
二
七
五
議

席
中
、
計
二
二
五
議
席
を
獲
得
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
が
議
席
を
大
幅
に
減
ら
し
た

こ
と
は
、
イ
ラ
ク
政
治
の
現
状
に
お
い
て
、
宗
派
・
民
族
主
義
の
政
治
潮

流
が
強
い
影
響
力
を
有
し
、
他
方
、
宗
派
・
民
族
を
横
断
す
る
世
俗
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
政
治
潮
流
が
地
位
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
前
項
に
お
い
て
触
れ
た
連
立
形
成
の
段
階
に
お
け
る
Ｕ
Ｉ
Ａ
に
よ

る
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
忌
避
、
ポ
ス
ト
争
奪
が
佳
境
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
段
階
に

お
け
る
Ｉ
Ａ
Ｆ
に
よ
る
Ｎ
Ｉ
Ｌ
の
排
除
の
動
き
か
ら
は
、
勢
力
後
退
が
明

ら
か
に
な
っ
た
Ｎ
Ｉ
Ｌ
に
対
し
、
様
々
な
局
面
に
お
い
て
排
除
の
圧
力
が

作
用
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
包
括
志
向
を
主
唱
し
て
き

た
Ｋ
Ａ
で
さ
え
、
こ
と
ポ
ス
ト
争
奪
に
関
す
る
限
り
、「
挙
国
一
致
」
の

原
則
と
矛
盾
す
る
立
場
を
採
る
場
面
が
あ
り
、
Ｋ
Ａ
の
重
鎮
で
あ
る
マ
フ

ム
ー
ド
・
ウ
ス
マ
ー
ン
は
、
四
月
下
旬
の
段
階
に
お
い
て
、
組
閣
が
「
選

挙
結
果
」
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
り
、
す
べ
て
の
会
派
が
組
閣
に
参
加
す
る

こ
と
は
必
要
な
い
と
ま
で
発
言
し
、
事
実
上
、
Ｎ
Ｉ
Ｌ
を
牽
制
し
て
い
る

（
四
月
二
三
日
発
言
）。
こ
れ
ら
の
点
は
、
宗
派
・
民
族
主
義
の
政
治
潮

流
と
世
俗
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
政
治
潮
流
と
の
間
で
利
害
の
不
一
致
が

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
図
２
⑩
）。「
包
括
の
ベ
ク
ト
ル
」
と
は
矛

盾
す
る
が
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
、
Ｉ
Ａ
Ｆ
、
Ｋ
Ａ
は
、
シ
ー
ア
派
、
ス
ン
ナ
派
、
ク

ル
ド
と
い
う
宗
派
・
民
族
の
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
権
力
を
分
割
す
る
こ
と
が

中
央
で
の
政
権
運
営
を
容
易
に
す
る
と
認
識
し
て
い
る
面
が
あ
り
、
自
派

の
利
害
に
照
ら
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
う
し
た
認
識
に
基
づ
い
て
行

動
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

●
お
わ
り
に

イ
ラ
ク
政
治
の
現
状
は
、
主
要
ア
ク
タ
ー
間
の
権
力
闘
争
の
結
果
と
し

て
安
定
的
な
政
治
構
造
が
確
立
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ

の
過
程
に
お
い
て
、「
包
括
の
ベ
ク
ト
ル
」
と
「
対
立
の
ベ
ク
ト
ル
」
と

の
間
で
一
定
の
均
衡
が
成
立
し
て
い
る
状
況
と
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

勿
論
、
こ
の
分
析
は
、
流
動
的
な
情
勢
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
暫
定
的
な
結

論
で
あ
り
、
ま
た
、
国
内
的
要
因
だ
け
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ラ

ク
の
現
実
の
複
雑
性
を
敢
え
て
捨
象
し
、
単
純
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
均
衡
状
態
は
、
現
状
を
覆
す
要
因
が
顕
在
化
し
な
い
限
り
に
お
い

て
、
当
面
は
継
続
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
分
裂
・
分
断
状

況
が
急
激
に
生
じ
る
可
能
性
は
低
い
も
の
の
、
イ
ラ
ク
政
治
は
、
主
要
ア

ク
タ
ー
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
の
困
難
か
ら
、
正
式
政
権
の
発
足
過
程

に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
膠
着
状
態
に
陥
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
特
に
、
今
後
、
国
民
議
会
に
お
い
て
予
定
さ
れ
る
憲
法
修
正

を
巡
る
議
論
の
展
開
で
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
と
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
の
対
立
、
Ｋ
Ａ
に
よ
る

仲
介
の
働
き
か
け
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
現
状
に
決
定
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
要
因
と
し
て
は
、

①
Ｕ
Ｉ
Ａ
内
部
の
対
立
、
②
キ
ル
ク
ー
ク
問
題
を
巡
る
Ｋ
Ａ
と
Ｕ
Ｉ
Ａ
の

一
部
（
特
に
サ
ド
ル
派
）
と
の
対
立
、
③
Ｉ
Ａ
Ｆ
と
ス
ン
ナ
派
武
装
闘
争

組
織
と
の
対
立
の
三
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
の
分

析
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
こ
う
し
た
対
立
は
、

い
ず
れ
も
「
包
括
の
ベ
ク
ト
ル
」、「
対
立
の
ベ
ク
ト
ル
」
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
微
妙
な
均
衡
状
態
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
る
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

政
治
プ
ロ
セ
ス
上
の
過
渡
期
が
正
式
政
権
の
発
足
を
も
っ
て
終
了
し
た
と

は
い
え
、
イ
ラ
ク
に
政
治
的
安
定
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
未
だ
道
の

り
は
長
い
と
言
え
よ
う
。（
二
○
○
六
年
六
月
二
一
日
脱
稿
）

（
わ 

た
な
べ　

ま
さ
あ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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